
冒
料
紹
介
】

佐
渡
年
中
行
事
調
査
標
目
（
2
）

池

田

哲

夫

前
号
で
は
、
一
九
三
六
〔
昭
和
二
〕
年
山
二
月
作
成
の
『
佐
渡
年
中
行
事
調
査
標
目
　
其
ノ
萱
　
正
月
編
』
を
紹
介
し
た
。
引
き
続
き
本
号
で
は
、
そ
の

l
年
後
の
一
九
三
七
（
昭
和
山
二
〕
年
一
二
月
に
作
成
さ
れ
た
『
佐
渡
年
中
行
事
調
査
要
目
＊
1
　
其
ノ
式
　
後
編
』
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
其
ノ
式
ほ
其
ノ

童
の
調
査
報
告
を
柳
田
国
男
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
「
正
月
だ
け
と
せ
ず
、
鵬
年
全
部
を
一
冊
に
纏
め
る
こ
と
に
よ
せ
と
の
柳
田
先
生
の
厳
命
に
よ
り
」
作
成
L
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
其
の
萱
の
調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、
柳
田
の
指
導
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
ほ
不
明
で
あ
る
が
、
其
ノ
武
ほ
柳
田
の

意
向
を
受
け
て
、
佐
渡
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
調
査
項
目
を
設
定
L
、
そ
れ
に
基
づ
き
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
表
紙
〕

l

昭
和
十
二
年
十
二
月

佐
渡
年
中
行
事
調
査
要
目
　
其
ノ
式
　
後
編

民
間
伝
承
の
会
佐
渡
支
部

中
山
徳
太
郎

青
木
重
孝

（
B
四
判
半
紙
に
孔
版
印
刷
　
二
つ
折
り
一
四
京
〕

総
　
説
一
　
序
言

〔
イ
〕
昨
年
多
大
の
御
厚
情
を
以
て
御
調
査
御
報
告
下
さ
い
ま
し
た
「
佐
渡
年
中
行
事
　
正
月
編
」
を
各
項
目
別
に
分
叛
編
纂
し
て
、
斯
界
の
権
威
柳
田
国
男
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先
生
の
校
閲
を
産
ま
し
た
処
､
東
京
｢
民
間
伝
東
の
会
｣
か
ら
出
版
す
る
事
と
な
り
､
一
躍
日
本
的
と
な
り
ま
し
た
｡

(
ロ
)
就
て
ほ
正
月
だ
け
と
せ
ず
､
一
年
全
部
を
1
冊
に
纏
め
る
こ
と
に
せ
よ
と
の
柳
田
先
生
の
厳
命
紅
よ
り
重
ね
て
正
月
以
後
の
調
査
項
目
を
作
成
し
ご
依

顔
中
し
ま
し
た
｡

(
ハ
)
全
部
纏
れ
ば
四
六
判
三
百
頁
以
上
の
大
冊
と
な
る
べ
-
､
こ
れ
が
出
版
費
用
ほ
全
部
当
方
持
ち
と
し
て
三
宮
円
以
上
を
要
す
る
の
で
あ
-
ま
す
が
､
出

版
の
上
ほ
御
報
告
の
御
礼
に
歌
書
､
7
冊
宛
拝
呈
申
し
ま
す
o

(
ニ
)
此
佐
渡
文
化
を
多
大
の
犠
牲
を
払
っ
て
も
斯
界
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
小
生
共
の
敵
襲
を
ご
賢
察
下
さ
れ
重
ね
て
御
協
力
下
さ
い
ま
す
や
-
､
偏
に
御
願

ひ
申
し
ま
す
｡

(
ホ
)
右
申
す
次
第
で
出
版
を
急
ぎ
ま
す
関
係
上
ご
多
忙
中
誠
に
勝
手
な
申
分
で
は
御
座
い
ま
す
が
､
十
二
月
末
日
迄
に
御
調
査
御
記
入
の
上
御
送
稿
願
ひ
ま

す｡

(
へ
)
前
回
正
月
編
の
際
の
御
協
力
者
は
左
の
如
-
全
部
二
十
五
ケ
町
村
に
洩
れ
な
-
捗
る
事
が
出
来
折
懐
の
至
-
で
し
た
｡

証

記

相
川
町

二
見
村

沢
根
町

同同河
原
田
町

八
幡
村

二
宮
村

金
滞
村

青
井
村

岡新
穂
相

同畑
野
村

部
落
名

銭座稲鯨中山五
十
里

西野諏
訪
町

中郷

話

者

宮
川
半
蔵

佐
々
木
排
次
郎

本
間
琢
斎

(
敬
)
大
場
贋
膏

細
野
利
隆

石
井
尊
大

河 潟 長 大潟泉
内 上 畝 和 端

北
見
菩
宇
作

北

制作

加
藤
輿
三
郎

三
田
シ
モ
等

渡
辺
増
蔵
他

大
倉
ム
メ
等

採
録
老

中
川
雀
子

民

亮
一

同

人

同

人

本
間
琢
斎

同

人

稲辺

弘
市
橋
千
太
郎

高
昌
孝

青
木
壷
孝

同

人

同

人

太
田
陛
雄

須
藤
茂
八
郎

大
倉
政
治

畑
野
村

秦
野
村

西
三
川
相

同小
木
町

羽
茂
村

赤
泊
村

岡松
ケ
崎
相

同岩
首
相

水
陣
村

河
崎
村

雨
搾
町

夷 下 月 岩多 松 徳膿 羽 小 小 西 新猿
久 布 首 田 ケ 和 細 茂 木泊 三 町 八
知 施 崎 本 川

郷

高
橋
書
次

(
敬
)
山
本
半
蔵

松
田
輿
吉

岡
崎
盛
1

丸
山
子
之
書

風
間
昂
三
郎

猪
股
作
治

安
藤
浪
江

青
木
長
三
郎

斉
藤
八
十
八

後
藤
酉
蔵

塚
田
藤
太
郎

粕
谷
為
三
郎

中
川
雀
子

高
橋
書
右
衛
門

青
木
重
孝

同

人

同

人

青
木
重
孝

同

人

同

人

同

人

同

人

同

人

中
山
徳
太
郎

同

人

青
木
重
孝

同

人

2



加
茂
村

岡内
海
府
村

驚 和梅
崎木梓

外
海
府
村

其
更
川

渡
辺
熊
蔵

川
上
可
1

井
端
代
蔵

渋
谷
管
蔵

土屋

貞

渡
辺
板
i

同

人

青
木
重
孝

同

人

外
海
府
村

岡高
千
村

金
泉
村

中
村
倍
蔵

稲
場
栄
作
久

本
間
佐
吉

中
村
源
一

同

人

青
木
重
孝

岩
佐
寡
夫

土
岐
贋
膏

分
額
編
纂
の
1
例
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
り
ま
す
｡

青
木
重
孝

青
木
重
孝

(
マ
マ
)

こ
れ
は
仲
々
至
難
な
仕
事
で
ご
ざ
い
ま
す
｡

採
集
事
項

行
事
の
各
項
目
を
通
じ
て
い
づ
れ
の
場
合
で
も
凡
そ
左
の
事
項
に
付
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
｡
誰
が
何
を
何
時
何
処
で
何
故
に
何
す
る
と
云
ふ
夙

に
解
明
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
｡
特
に
今
回
ほ
項
目
に
付
い
て
ほ
き
っ
か
け
を
作
る
だ
け
の
問
題
し
か
記
載
し
て
な
い
か
ら
詳
し
-
御
調
査
を
願
ひ

度
い
｡

(
採
集
事
項
に
つ
い
て
は
､
其
ノ
萱
正
月
編
と
同
様
な
の
で
本
稿
で
は
省
略
す
る
o
)

佐渡年中行事調査標目

採
取
例

二
月
六
日
年
越
し

〇
六
日
正
月
(
西
三
川
､
金
泉
)
と
も
云
ふ
が
殆
ど
全
部
｢
六
日
と
し
こ
し
｣
と
云
ふ

〇
一
年
中
で
一
番
穏
や
か
に
す
る
日
だ
､
大
年
の
晩
よ
り
大
事
だ
と
云
ふ

(
八
幡
)
日
が
暮
れ
て
か
ら
鍋
釜
の
音
を
さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
と
云
ふ
(
羽
茂
)

O
｢
年
越
之
蕩
｣
と
言
っ
て
｢
こ
も
か
ぶ
り
｣
(
蒸
風
呂
)
を
わ
か
す
(
岩
首
)

神
の
年
越
し

o
｢
神
の
年
越
し
｣
(
羽
茂

西
三
川
)
｢
神
の
年
取
り
｣
(
小
泊
)
｢
お
や
神
(
氏
神
)
さ
ん
の
年
取
り
｣
(
鷲
崎
)
｢
六
日
の
官
寵
り
｣
(
潟
上

梅
津
)
な

ど
云
ひ
､
夜
､
官
に
寵
る

○
官
寵
り
に
は
､
い
た
づ
ら
相
撲
を
す
る
(
鷲
崎
)

○
此
の
日
の
官
寵
だ
け
を
｢
官
む
ぐ
り
｣
と
云
ふ
､
官
の
囲
炉
裏
端
で
御
神
酒
を
い
た
た
だ
き
1
番
鶏
の
鳴
-
頃
ま
で
は
た
-
､
新
宿
を
｢
ど
う
に
あ
げ

シ
ン
ヘ
イ

る
｣
と
も
云
ひ
手
玉
に
取
っ
て
廻
は
し
､
火
の
上
に
落
と
し
た
り
､
土
間
へ
投
出
し
た
り
す
る
が
怪
我
を
し
な
い
､
又
若
者
は
此
の
日
｢
新
瓶
｣
(
処
女
)

に
あ
り
つ
-
と
云
ふ
(
小
泊
)

o
｢
官
参
-
日
｣
と
云
ひ
､
村
内
一
同
新
調
の
着
物
で
参
る
(
小
田
)
お
宮
に
参
る
と
甘
酒
を
出
す
(
小
泊
)
｢
女
の
官
参
-
｣
と
云
ふ
(
金
泉

達
者
)

3
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O
｢
神
よ
り
合
ひ
｣
と
云
ひ
村
の
者
が
集
り
村
の
春
盃
を
し
村
の
一
年
中
の
規
則
を
決
め
る
(
相
川
)

O
｢
七
福
神
の
年
取
り
｣
と
云
ひ
七
部
の
謄
に
豆
腐
田
楽
を
供
へ
る
(
長
畝
)

o
｢
仏
の
年
取
-
｣
と
も
云
ひ
鉦
､
太
鼓
を
叩
き
は
じ
め
る
､
十
五
日
に
す
る
処
も
多
い
(
徳
和
)

O
｢
神
社
仏
閣
の
札
｣
を
夫
々
へ
張
る
(
腰
細
)

其
の
他

o
｢
爪
の
年
取
り
｣
と
云
ひ
､
爪
を
生
や
か
す
為
に
爪
を
切
る
(
片
辺
)

こ
の
日
爪
を
切
ら
ぬ
と
一
日
中
爪
を
切
る
火
が
無
い
と
云
ふ
(
西
三
川
)

小
豆
粥
の
汁
で
爪
を
洗
う
て
か
ら
切
る
(
新
町
)

○
こ
の
夜
便
所
へ
行
か
ぬ
､
便
所
の
神
が
汚
れ
を
ほ
ら
ひ
に
出
る
か
ら
(
西
三
川
)

○
麦
飯
を
食
ひ
齢
を
固
め
る
日
だ
と
云
ふ
(
泉
)

○
こ
の
日
ま
で
他
家
で
泊
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
(
大
和
)

以

上

4



佐渡年中行事調査標目

佐
渡
年
中
行
事
採
集
項
目

1

此
項
目
ノ
日
ハ
全
部
旧
暦
ヲ
用
ヰ
タ

二

其
ノ
土
地
ノ
言
葉
方
言
ヲ
出
来
ル
ダ
ケ
書

キ
止
メ
ラ
レ
タ
イ

｢
節
折
目

(こ

1
年
ヲ
通
ジ
又
部
落
1
様
二
古
来
守
ツ

テ
居
ル
式
ノ
日
ニ
ハ
何
力
総
称
ノ
名
ガ
ア

ル
カ
ド
ゥ
カ

(
二
)
｢
セ
チ
｣
-
云
フ
言
葉
ハ
現
在
ド
ン
ナ
意

味
ヲ
持
ツ
テ
屠
ル
カ

二
､
痩
馬
ノ
日

(こ

旧
二
月
十
五
日
ニ
ハ
ド
ソ
ナ
食
物
ヲ
整

ヘ
ル
カ

(
二
)
ド
ン
ナ
祈
願
ヲ
ス
ル
カ

三
､
社
日
卜
春
亥
ノ
子

旧
二
月
中
二
土
地
ノ
神
､
農
作
ノ
神
ヲ
祭
ル

風
ハ
ア
ル
カ

(
一
)
今
ハ
何
月
カ

(
二
)
何
神
ヲ
祭
ル
カ

(
≡
)
其
ノ
祭
り
方

(
四
)
其
ノ
他
ド
ン
ナ
事
ヲ
ス
ル
カ

四
､
春
彼
岸

(
一
)
七
日
間
ノ
行
事

五
､
雛
ノ
節
句

(
1
)
三
月
ノ
三
日
ヲ
何
卜
云
フ
カ

(
二
)
慣
例
-
､
言
伝
へ

(
≡
)
雛
送
り
､
流
シ
雛
ハ
ナ
イ
カ

六
､
花
見
卜
磯
遊
ビ

(
I
)
五
月
節
句
ノ
日
又
ハ
其
ノ
翌
日
二
山
ヤ

川
原
､
海
端
へ
遊
二
出
ル
風
習
ハ
ナ
イ
カ

七
､
春
事

(こ

旧
三
月
二
入
ツ
テ
｢
コ
-
｣
-
云
ツ
テ

休
,
､
､
又
神
ヲ
祭
ル
日
ハ
ア
ル
カ

(
二
)
三
月
ノ
家
々
ノ
祭
日
ヲ
何
卜
云
ツ
テ
居

ルカ

八
､
梅
若
忌

(こ

三
月
十
五
日
ノ
日
二
条
-
ヲ
ス
ル
風
ガ

ア
ル
カ

(
二
)
梅
若
様
卜
云
フ
日
ハ
イ
ツ
カ

(
≡
)
其
ノ
由
来
ハ
如
何

九
､
卯
月
八
日

(こ

四
月
八
日
二
山
へ
登
ル
風
習
ガ
ア
ル
カ

(
二
)
山
ノ
花
ヲ
折
ツ
テ
来
テ
立
テ
ル
慣
例

(
≡
)
其
ヲ
何
卜
云
フ
カ

(
四
)
其
ノ
他
ド
ン
ナ
事
ヲ
ス
ル
カ

1
0
､
物
忌
月

(こ

旧
暦
五
月
ヲ
重
ソ
ジ
又
ハ
避
ケ
ル
習
ヒ

ガ
ア
ル
カ

(
二
)
特
二
此
月
ノ
始
メ
ニ
行
ハ
ル
､
行
事

一
一
､
八
十
八
夜

(
こ
何
力
農
作
二
付
テ
ノ
行
事
ガ
ア
ル
カ

(
二
)
之
二
関
シ
テ
ノ
言
伝
へ

一
二
､
端
午

(こ

五
月
五
日
又
は
前
夜
ノ
式

(
二
)
呪
(
マ
ジ
ナ
ヒ
)
ニ
ハ
ド
ン
ナ
モ
ノ
ガ

ア
ル
カ

(
≡
)
此
日
ヲ
何
卜
呼
ソ
デ
居
ル
カ

〓
二
､
五
月
廿
八
日

(
一
)
此
目
口
口
口
□
□
□
何
カ
ロ
ヲ
ス
ル
風

ハ
ナ
イ
カ

1
四
､
む
け
ノ
朔
日

(
1
)
旧
六
月
一
日
ヲ
何
卜
云
フ
カ

(
二
)
此
日
ノ
食
物
及
呪
ヒ
等

一
五
､
天
王
降
シ

(
こ
天
王
様
ヲ
祭
ル
日
ハ
イ
ツ
カ
ラ
イ
ツ
迄

カ

(
二
)
此
条
二
子
供
ガ
関
係
ス
ル
風
習
ハ
ナ
イ

カ

〓
ハ
､
川
奈

(
1
)
六
月
中
､
海
､
川
､
井
､
池
ノ
辺
-
ニ

水
ノ
神
ヲ
死
ル
慣
習
ハ
ナ
イ
カ

ー
七
､
新
著
祝
卜
愛
宕
火

(こ

六
月
廿
三
日
ノ
行
事
ニ
ハ
ド
ゥ
云
フ
事

5
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ガ
ア
ル
カ

一
入
､
夏
越
ノ
節
句

(こ
六
月
末
日
二
行
ハ
ル
ル
式
又
ハ
条
リ

1
九
､
釜
蓋
朔
日

(
1
･
)
七
月
1
日
ノ
行
事

(
二
)
又
ハ
食
物

二
〇
､
高
燈
寵

(
こ
燈
寵
ノ
竿
ハ
イ
ツ
カ
ラ
立
テ
､
何
日
迄

立
テ
､
置
ク
カ

(
二
)
其
ノ
方
法
､
由
緒
等

ニ
ー
､
七
日
節
句

(
1
)
七
月
七
日
二
付
テ
ノ
言
伝
へ
･

(
二
)
井
戸
脊
､
物
洗
等

(
≡
)
此
ノ
日
二
限
ツ
テ
ス
ル
コ
ト

ニ
ニ
ー
七
夕
流
シ

(
1
)
星
祭
ノ
竹
ヲ
流
ス
際
ニ
ド
ゥ
云
フ
行
事

ガ
ア
ル
カ

二
三
､
盆
花
迎
へ

(
1
)
盆
花
卜
云
フ
ハ
何
々
カ

(
二
)
其
ヲ
イ
ツ
採
リ
ニ
行
ク
カ

(
≡
)
盆
市
二
関
ス
ル
慣
例

二
四
､
吉
事
盆

(
こ
近
ク
不
幸
ノ
無
カ
ッ
タ
普
通
ノ
家
デ
盆

中
ニ
ハ
ド
ゥ
云
フ
行
事
ガ
ア
ル
カ

(
二
)
イ
キ
､
､
､
タ
マ
(
生
見
玉
)
ト
云
フ
語
ハ

ド
ゥ
解
セ
ラ
レ
テ
屠
ル
カ

l
一
五
､
ほ
か
ひ
行
事

(
I
)
盆
中
先
祖
ノ
墓
所
二
於
テ
如
何
ナ
ル
式

ガ
行
ハ
レ
テ
居
ル
カ

ニ
六
､
新
精
霊

(
こ
前
年
又
ハ
前
々
年
二
死
老
ノ
ア
ツ
タ
家

ノ
盆
ハ
他
-
ド
ゥ
云
フ
風
工
具
ツ
テ
屠
ル

カ

(
二
)
又
其
ノ
家
ヲ
何
卜
呼
プ
カ

ニ
七
､
盆
棚

(
こ
盆
に
臨
時
の
祭
壇
ヲ
掠
ラ
ヘ
ル
コ
-
ハ

新
精
霊
ノ
家
二
限
ラ
レ
ル
カ
香
カ

(
二
)
盆
棚
ノ
作
り
方
及
其
ノ
名
称

二
八
､
寓
霊
祭

(
1
)
家
ノ
先
祖
以
外
二
誰
ト
モ
知
ラ
ヌ
亡
霊

二
供
養
ス
ル
夙
ガ
ア
ル
カ

二
九
､
水
手
向
ケ

(
こ
鉢
二
水
ヲ
盛
ッ
テ
盆
棚
二
供
ヘ
ル
場
合

其
ノ
水
鉢
ニ
ハ
ド
ソ
ナ
モ
ノ
ヲ
入
レ
ル
カ

(
二
)
是
二
閑
ス
ル
作
法

三
〇
､
盆
中
ノ
食
物

(
一
)
特
二
魂
迎
へ
魂
送
-
ニ
用
意
セ
ラ
ル
ル

食
物
ノ
名
卜
製
法

三
t
､
精
霊
送
り

(
1
)
送
ル
日

(
二
)
送
ル
時
刻

(
≡
)
送
ル
場
所

(
四
)
送
ル
方
式
卜
其
ノ
折
二
唱
ヘ
ル
言
葉

三
二
､
盆
ノ
火
祭
り

(
一
)
迎
へ
火
卜
送
り
火
ノ
他
二
盆
ノ
内
大
火

ヲ
焚
キ
又
ハ
火
ヲ
投
ゲ
ル
風
習
ガ
ア
ル
カ

三
三
､
盆
小
屋
卜
辻
飯

(
こ
盆
ノ
終
-
ニ
際
シ
テ
少
年
ガ
小
屋
ヲ
カ

ケ
､
又
ハ
屋
外
デ
煮
炊
キ
食
事
ヲ
ス
ル
風

ガ
ア
ル
カ

(
二
)
又
綱
曳
キ
其
ノ
他
ノ
此
頃
二
限
ル
習
ハ

シ
ガ
ア
ル

三
四
､
盆
過
ギ
行
事

(
こ
七
月
十
七
日
､
同
二
十
四
日
ナ
ド
ノ
行

事
ハ
如
何

三
五
､
八
朔

(
1
)
八
月
一
日
ノ
名
称

(
二
)
此
日
ノ
仕
釆
リ
ニ
ハ
ド
ゥ
イ
フ
事
ガ
ア

ルカ

三
六
､
風
日
待
卜
稲
草
祭

(
一
)
八
月
ノ
初
旬
二
作
物
ノ
為
二
行
ハ
レ
ル

色
々
祈
願
ノ
名
称

(
二
)
其
ノ
方
式

三
七
､
名
月
ノ
夜

(
こ
月
見
以
外
二
此
日
ヲ
記
念
ス
ル
行
事
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(
二
)
子
供
ノ
所
作

三
八
､
三
九
日

(
こ
旧
九
月
ノ
三
度
ノ
九
日
ノ
内
家
々
デ
営

レ
テ
居
ル
儀
式

(
二
)
呪
ヒ
ノ
類

三
九
､
小
麦
ノ
月
見

(
こ
九
月
十
三
日
二
何
力
定
マ
ッ
ク
行
事
-

カ
言
伝
へ
ト
カ
ガ
ア
ル
カ

四
〇
､
神
渡
シ

(
こ
九
月
卜
十
月
ノ
境
二
土
地
ノ
神
々
ガ
旅

ヲ
為
サ
レ
ル
-
云
フ
ロ
碑
ガ
ア
ル
カ

(
二
)
其
ノ
御
送
-
ノ
作
法

四
｢
刈
上
ゲ
朔
日

(
一
)
十
月
1
日
ヲ
期
シ
テ
行
フ
行
事
ガ
ア
ル

カ

四
二
､
亥
子
ノ
節
句

(
1
)
十
月
亥
ノ
日
ノ
子
供
ノ
遊
ビ

(
二
)
家
々
ノ
仕
来
り
如
何

四
三
､
神
返
シ

(
こ
此
月
ノ
末
､
神
々
ガ
旅
行
カ
ラ
御
還
リ

ニ
ナ
ル
-
云
ツ
テ
オ
参
-
ヲ
ス
ル
風
ガ
ア

ルカ

(
二
)
其
ノ
期
日
ハ
何
卜
云
フ
カ

四
四
､
大
観
ノ
年
取
り

(
こ
何
日
カ

(
二
)
ド
ン
ナ
行
事
ヲ
ス
ル
カ

(
≡
)
ド
ン
ナ
由
緒
ガ
ア
ル
カ

四
五
､
丑
ノ
日
祭

(
1
)
旧
十
7
月
初
ノ
丑
ヲ
田
ノ
神
ノ
条
-
ス

ル
習
ハ
シ
ガ
ア
ル
カ

四
六
､
油
シ
メ

(
こ
十
f
月
十
五
日
油
二
関
シ
テ
ノ
何
カ
ノ

行
事
ガ
ア
ル
カ

四
七
､
大
師
講

(
こ
十
1
月
廿
三
日
ノ
行
事

(
二
)
食
物

(
≡
)
御
大
師
様
二
就
テ
ノ
色
々
ノ
言
伝
へ

四
八
､
粒
節
句

(
こ
十
一
月
晦
日
ノ
晩
二
何
力
改
ツ
タ
式
ガ

ア
ル
カ

(
二
)
食
事
ハ
ド
ン
ナ
モ
ノ
カ

四
九
'
川
渡
-
ノ
朔
日

(
こ
十
二
月
ノ
7
日
ヲ
何
土
石
ツ
テ
屠
ル
カ

(
二
)
此
日
梅
イ
テ
食
フ
餅
ノ
趣
意

五
〇
､
納
メ
八
日

(
こ
十
二
月
八
日
ノ
行
事

(
二
)
此
日
卜
二
月
八
日
-
ノ
関
係

五
1
､
大
黒
様
ノ
嫁
迎
へ

(
7
)
師
走
ノ
九
日
二
大
異
様
ヲ
祭
ル
風
習
ガ

ア
ル
カ

(
二
)
甲
子
祭
へ
イ
ツ
行
ク
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居

ルカ

五
二
､
十
三
柴

(
一
)
十
二
月
十
三
日
二
山
二
入
ツ
テ
木
ヲ
伐

ッ
テ
釆
ル
習
ワ
シ
ガ
ア
ル
カ

(
二
)
此
日
ヲ
正
月
仕
度
ノ
始
メ
ト
ス
ル
慣
例

(
≡
)
之
二
付
テ
ノ
言
伝
へ

五
三
､
果
ノ
二
十
日

(
こ
十
二
月
十
二
日
､
山
二
入
ラ
ヌ
ト
云
フ

習
ハ
シ
ガ
ア
ル
カ

(
二
)
其
ノ
理
由

五
四
､
併
正
月

(
こ
特
二
不
幸
ノ
ア
ツ
タ
家
ダ
ケ
デ
十
二
月

中
二
行
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
儀
式
ガ
ア

ルカ

五
五
､
虫
供
養

(こ

イ
ツ
ス
ル
カ

(
二
)
ド
ン
ナ
コ
-
ヲ
ス
ル
カ

五
六
､
其
ノ
他
ノ
節
目

(
こ
地
方
デ
f
般
二
休
,
,
,
又
ハ
祝
シ
テ
居
ル

定
日
ガ
ア
ル
ナ
ラ
バ
ソ
レ
ヲ
此
ノ
僕
デ
揚

ゲ
ラ
レ
タ
イ

(
二
)
中
デ
モ
次
ノ
日
ハ
注
意
ス
ル
必
要
ガ
ア

レノ四
月
廿
二
日

六
月
七
日

7
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九
月
1
日

十
一
月
1
日

十
月
十
五
日

夏至

冬至

以
下
正
月
補
遺

五
七
､
歳
棚
卜
歳
ノ
神

(
1
)
年
越
シ
ニ
明
キ
ノ
方
二
向
ケ
テ
棚
ヲ
飾

ル
風
ガ
ア
ル
カ

(
二
)
其
ノ
棚
ヲ
何
卜
云
フ
カ

(
≡
)
正
月
御
迎
へ
申
ス
神
様
デ
何
様
卜
呼
ソ

デ
屠
ル
カ

(
四
)
又
何
レ
ヨ
-
釆
テ
ィ
ツ
何
レ
へ
還
り
給

フ
-
伝
へ
テ
居
ル
カ

五
入
､
年
木
､
新
木

(
こ
門
松
ノ
根
元
ナ
ド
ニ
ニ
ッ
ニ
割
ツ
テ
立

テ
掛
ケ
ル
薪
ヲ
何
卜
云
フ
カ

(
二
)
此
木
ヲ
用
ヰ
テ
月
日
ノ
農
作
､
天
候
ヲ

占
フ
風
ハ
ア
ル
カ

五
九
､
草
木
卜
懸
ケ
魚

(
こ
正
月
用
意
ノ
食
物
ヲ
木
工
懸
ケ
テ
置
ク

習
ハ
シ
ガ
ア
ル
カ
ド
ゥ
カ

(
二
)
若
シ
ァ
ル
ナ
ラ
バ
其
ノ
飾
り
方
卜
名
前

ヲ
知
-
タ
イ

六
〇
､
御
着
ヒ

(
1
)
門
松
又
ハ
家
ノ
内
ノ
拝
-
松
二
年
越
シ

カ
ラ
三
ケ
日
ニ
カ
ケ
テ
食
物
ヲ
供
ヘ
ル
慣

習
が
ア
ル
カ

(
二
)
此
供
物
二
用
ヰ
ル
藁
製
ノ
容
器
ヲ
何
卜

云
ッ
テ
居
ル
カ

六｢

餅
ア
ハ
イ

(
こ
大
正
月
卜
小
正
月
ノ
中
間
二
常
ノ
日
ノ

通
り
仕
事
ヲ
ス
ル
日
ガ
ア
ル
カ

(
二
)
英
二
何
ラ
カ
ノ
名
前
ハ
無
イ
カ

六
二
､
花
掻
キ
日

(
こ
正
月
十
四
日
ヲ
何
卜
呼
ソ
デ
屠
ル
カ

(
二
)
木
デ
何
力
細
工
ヲ
ス
ル
カ

六
三
､
嫁
祝
ヒ
ト
墨
塗
り

(
こ
去
年
ノ
正
月
以
後
二
結
婚
シ
タ
男
女
ヲ

祝
フ
上
古
ツ
テ
尻
ヲ
打
ツ
ナ
ド
ノ
事
ハ
無

イカ

(
二
)
未
婚
ノ
若
イ
人
達
ノ
間
二
墨
ヲ
塗
り
合

ツ
タ
リ
水
ヲ
掛
ケ
タ
-
ス
ル
戯
レ
ハ
行
ハ

レ
テ
屠
ラ
ヌ
カ

六
四
､
や
ら
-
ろ
ず
り

(
こ
正
月
十
五
日
ノ
朝
､
糠
ヤ
帯
麦
ノ
皮
ナ

ド
ヲ
家
ノ
廻
リ
ニ
撒
キ
散
ラ
シ
大
キ
ナ
声

デ
唱
ヘ
音
ヲ
シ
テ
歩
ル
ク
風
ハ
ナ
イ
カ

六五､はとi

(
1
)
正
月
十
四
日
又
ハ
十
五
日
ノ
夜
分
小
児

又
ハ
青
年
ガ
顔
ヲ
隠
シ
テ
訪
ネ
テ
来
テ
餅

ナ
ド
ヲ
貰
ツ
テ
歩
ク
夙
ガ
ア
ル
カ

(
二
)
其
ノ
名
称
及
是
二
就
イ
テ
ノ
言
伝
へ

六
六
､
瀬
節
句
卜
十
八
日
粥

(
こ
正
月
十
五
日
ノ
粥
ヲ
十
八
日
迄
残
シ
テ

置
ク
夙
ガ
ア
ル
カ

イ

ハ

レ

(
二
)
其
ノ
由
緒
ヲ
知
リ
タ
イ

六
七
､
1
日
正
月

(
I
)
二
月
1
日
ヲ
何
卜
呼
ブ
カ

(
二
)
正
月
晦
日
ノ
宵
カ
ラ
翌
朝
ニ
カ
ケ
チ
ノ

行
事
ガ
ア
ル
カ

六
八
､
年
取
直
シ

(
こ
年
廻
リ
ノ
悪
イ
人
達
ガ
年
ヲ
取
直
ス
ト

謂
フ
コ
ト
ガ
ア
ル
カ

六
九
､
二
日
灸

(
一
)
二
月
二
日
ヲ
｢
ヤ
イ
ヒ
ゾ
メ
｣
ナ
ド
､

称
シ
テ
初
灸
ヲ
ス
エ
ル
習
ハ
シ
ガ
ア
ル
カ

(
二
)
其
ノ
由
緒

(
≡
)
是
二
関
係
シ
テ
何
カ
ノ
行
事
ガ
7
ル
カ

七
〇
､
御
車
八
日

(
一
)
二
月
八
日
二
行
ハ
ル
､
行
事
ノ
大
要

(
二
)
此
日
下
十
二
月
ノ
八
日
-
ハ
共
通
又
ハ

関
連
シ
テ
屠
ル
点
ガ
ア
ル
カ
ド
ゥ
カ

ヤ

サラ

七∴

八
皿
ノ
日

(
I
)
皿
八
ツ
ニ
食
物
ヲ
盛
り
祝
フ
風
習
ガ
ア

ルカ
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佐渡年中行事調査標目
採
集
さ
れ
た
報
告
ほ
､
中
山
穂
太
郎
､
青
木
壷
孝
の
も
と
に
集
め
ら
れ
一
九
三
八
(
昭
和
三
)
年
に
民
間
伝
東
の
会
か
ら
柳
田
国
男
の
序
文
入
り
で
『
佐

渡
民
間
伝
承
叢
書
第
一
集
佐
渡
年
中
行
事
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
*
り
L
0

そ
の
例
言
に
調
査
か
ら
編
集
方
法
に
つ
い
て
次
の
よ
-
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

1
､
本
書
は
｢
佐
渡
民
間
伝
承
叢
書
｣
第
一
輯
年
中
行
事
編
で
あ
る
｡

1
､
本
書
の
分
叛
編
纂
に
は
､
中
山
徳
太
郎
･
青
木
重
孝
が
当
つ
た
o

l
､
年
中
行
事
の
中
､
農
作
行
事
及
び
祭
礼
行
事
は
､
別
の
機
会
の
採
集
を
供
つ
こ
と
に
し
た
o

｢
こ
の
島
は
｢
正
月
が
三
度
来
る
｣
と
い
は
れ
て
ゐ
る
程
､
所
に
よ
-
､
旧
･
中
･
新
暦
と
､
日
取
り
が
区
々
に
行
は
れ
て
ゐ
る
が
､
本
書
ほ
主
と
し
て

旧
暦
に
よ
つ
た
｡

1
､
今
日
の
町
村
を
1
団
と
し
て
採
集
す
る
こ
と
を
避
け
､
部
落
単
位
と
し
た
.
然
し
前
部
落
を
網
羅
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
､
全
町
村
に
亘
､

各
一
二
部
落
を
選
び
偏
る
こ
と
を
避
け
た
｡
今
後
所
載
以
外
の
部
落
を
再
訪
す
る
こ
と
に
依
り
､
新
し
い
事
実
の
付
加
さ
れ
る
こ
と
を
､
切
に
待
望
す

る
も
の
で
あ
る
｡

1
､
現
在
行
わ
れ
て
居
な
い
行
事
に
つ
い
て
も
､
遡
れ
る
だ
け
遡
っ
た
.
行
事
の
地
方
呼
称
な
ど
も
同
様
に
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
｡
総
べ
て
そ
の
地
方
の

方
言
ほ
方
仮
名
に
よ
つ
て
示
す
を
主
と
し
､
そ
れ
に
､
翌
日
式
の
振
仮
名
･
仮
名
遣
を
併
用
し
た
｡
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
厳
密
に
統
1
さ
れ
て
居
ら
ぬ

こ
と
を
お
こ
と
は
-
し
て
お
-
0

1
､
一
題
目
下
に
は
で
き
る
だ
け
棟
似
の
も
の
を
収
め
た
.
従
っ
て
同
1
日
付
の
行
事
に
し
て
も
､
数
題
目
下
に
分
叛
記
述
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
.

一
､
○
印
を
附
し
て
一
括
記
述
し
た
も
の
は
､
大
体
共
通
的
要
素
を
も
つ
と
認
め
た
も
の
で
あ
る
｡
も
ち
ろ
ん
便
宜
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

∴

(
-
-
)
を
附
し
部
落
名
を
注
記
し
た
の
は
､
報
告
の
あ
つ
た
部
落
名
で
あ
る
｡
中
途
に
於
け
る
部
落
名
の
注
記
は
､
そ
の
括
弧
よ
り
､
直
前
の
括
弧

に
至
る
ま
で
の
記
述
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
｡
其
の
他
は
行
文
中
に
明
ら
か
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
｡

1
､
本
書
は
全
島
に
於
け
る
年
中
行
事
の
外
観
を
な
す
べ
き
台
帳
と
し
て
役
立
て
ば
幸
甚
で
あ
る
｡
研
究
家
は
1
層
詳
細
精
細
な
る
採
集
調
査
比
較
を
企
図

せ
ら
れ
た
い
｡

1
､
本
書
の
採
録
に
当
つ
て
ほ
､
本
郡
小
学
校
国
語
研
究
会
の
斡
旋
に
供
つ
も
の
が
多
か
つ
た
.

1
､
本
書
の
版
行
に
当
つ
て
は
､
柳
田
先
生
の
序
文
を
賜
は
り
且
つ
鈴
木
菜
三
氏
･
倉
E
B
l
郎
氏
其
の
他
民
間
伝
承
の
会
の
方
々
の
労
を
煩
ほ
す
事
が
多
か

つ
た
｡
又
諸
般
の
事
務
は
稲
辺
弘
氏
の
手
に
よ
つ
て
行
は
れ
た
｡
併
せ
記
し
て
深
甚
の
璽
息
を
表
す
る
｡

こ
の
こ
と
か
ら
年
中
行
事
の
採
集
は
､
｢
佐
渡
年
中
行
事
調
査
標
目
其
ノ
萱

正
月
｣
､
｢
佐
渡
年
中
行
事
調
査
要
目
其
ノ
式
後
編
｣
の
採
集
調
査
項
目

9
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に
基
づ
き
佐
渡
郡
小
学
校
国
語
研
究
会
と
民
間
伝
承
の
会
佐
渡
支
部
の
会
員
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

『
佐
渡
年
中
行
事
』
は
佐
渡
民
間
伝
東
叢
書
第
表
と
し
て
刊
行
さ
れ
､
そ
の
翌
年
完
三
九
(
昭
和
1
E
l
)
年
に
ほ
佐
渡
民
間
伝
承
叢
書
第
二
輯
と
し
て

鈴
木
某
三
の
『
佐
渡
昔
話
集
』
(
民
間
伝
東
の
会
発
行
)
が
､
完
四
〇
(
昭
和
妄
)
年
に
は
中
山
徳
太
郎
の
『
河
崎
置
物
語
』
(
私
家
版
)
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
.
第
四
輯
と
し
て
｢
佐
渡
冠
婚
葬
祭
｣
が
企
画
さ
れ
調
査
要
目
が
作
成
さ
れ
て
い
る
.
次
号
で
は
こ
の
経
緯
と
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
o

*
-
完
三
七
年
の
も
の
で
ほ
｢
調
査
標
目
｣
と
な
っ
て
る
が
､
完
三
七
年
の
も
の
で
は
｢
調
査
要
目
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
本
紹
介
で
は
｢
調
査
標
目
｣

*2

と
し
た
｡
な
空
目
1
1
号
で
は
｢
調
査
票
目
｣
と
し
た
が
｢
標
目
｣
の
誤
-
で
あ
る
o

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
拙
稿
｢
昭
和
初
期
に
お
け
る
佐
渡
の
民
俗
研
究
体
制
｣
『
柳
田
国
男
の
世
界
』

二
〇
〇
〇
書
州
弘
文
館
を
ご
参
照
願
い
た
い
｡
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